
弱視がない場合の児童生徒の眼鏡；CL要否決定方法例

屈折検査を行う

球面の種類は

何か？

眼鏡使用指導 経過観察・生活指導 放置

眼鏡度数の決定方法へ

装用不適 YES ＮＯ（高酸素透過性）ＨCL

装用可能か？

（高酸素透過性）ＨCL 処方

スポーツをするなど
の場合も考慮。

SCL 処方

ＮＯ YES片眼の裸眼視力はそれ

ぞれ 1.0 以上か？

YES
Ｃ -1.5 Ｄ
以上

ＮＯ
Ｃ -1.5 Ｄ
未満

乱視度数は 1.5D

以上か？

YES
S＋2.0Ｄ
以上

ＮＯ
S＋2.0Ｄ
未満

Ｓ＋2.0D

以上か？

YES（見えにくいので困る場合） 近見学習に

抵抗あるか？
ＮＯ

YES
S-1.0 Ｄ
以上

ＮＯ
S-1.0 Ｄ
未満

Ｓ－1.0D

以上か？

YES
0.7 以上

検査眼の裸眼視力

は 0.7 以上か？
ＮＯ
0.7 未満

CL 希望の場合

基本的に
は高卒・就職まで待
つこと。

YESＮＯ コンタクトレンズの適応か？

屈折異常が弱い場合

涙液分泌量が少ない場合

角膜内皮細胞が少ない場合

神経質である場合など

屈折異常が強い場合

不等像が強い(屈折性)場合

角膜の不正乱視の場合など

常に眼位・眼底・輻湊の
チェックをすること。
左右のバランスが悪い
場合、優位眼を若干見
やすくする。

本を近づけて読まない
など。

どうしても眼鏡が嫌
であるなら、必要な
時のみ装用するとい
う指導も１つの手。

初診の
場合、トロピカミ
ドで様子をみて
から処方するこ
とが多い。これ
での装用は少し
厳しいかも。

○＋凸の場合 ○－凹の場合

1.0 未満

でも今は簡便性や眼軸長の
変化からディスポーザブル
SCLが主流。

あくまでも例なので、本人や環境などとのバラン
スを考えて総合的に判断して処方すること。

後方の席でも黒板
の字が見える限界
の視力値である。
もし装用が不可な
ら席を前にしてもら
うことも考慮する。

視力が充分あり、眼精
疲労が無ければ経過
観察の場合も。

調節の関与が大きい
場合は調節麻痺剤の
使用も考慮。

○児童・生徒（弱視がない）場合両眼矯正視力＝（０．７～１．０）位になるように！！

初めて

・片眼裸眼視力０．７以上で（遠見・近見）学習に困らない →経過観察

・片眼裸眼視力０．７以上で（遠見・近見）学習が困る 眼鏡処方

・片眼裸眼視力０．７未満 両眼矯正視力＝（０．７～１．０）位

眼鏡装用経験あり

・片眼眼鏡視力（０．７）以上で（遠見・近見）学習に困らない→経過観察

・片眼眼鏡視力（０．７）以上で（遠見・近見）学習が困る 眼鏡再処方

・片眼眼鏡視力（０．７）未満 両眼矯正視力＝（０．９～１．０）位

まとめ
（大まかに）
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1.0 以上


